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平成２９年第５回府中町議会定例会 

会 議 録（第１号） 

 

１．開 会 年 月 日     平成２９年１２月１５日（金） 

２．招 集 の 場 所     府中町議会議事堂 

３．開 議 年 月 日     平成２９年１２月１５日（金） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

４．出席議員（１７名） 

   議長  中 村 武 弘 君    副議長  山 口 晃 司 君 

   １番  岩 竹 博 明 君     ２番  木 田 圭 司 君 

   ３番  橋 井   肇 君     ４番  梶 川 三樹夫 君 

   ５番  繁 政 秀 子 君     ７番  二 見 伸 吾 君 

   ８番  上 原   貢 君     ９番  益 田 芳 子 君 

  １０番  児 玉 利 典 君    １１番  林     拡 君 

  １２番  西   友 幸 君    １３君  中 村   勤 君 

  １４番  西 山   優 君    １７番  小 菅 巻 子 君 

  １８番  力 山   彰 君 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

５．欠席議員（０名） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

６．付議事件 

  １ 会議録署名議員の指名 

  ２ 会期の決定 

  ３ 諸報告 

    （１）議長報告 

    （２）常任委員会委員長報告 

    （３）議会運営委員会委員長報告 

    （４）議会報特別委員会委員長報告 

    （５）監査委員報告 

    （６）広島県後期高齢者医療広域連合議会議員報告 
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  ４ 町長報告 

   ・行政報告 

   ・報告第１３号 専決処分の報告について 

   ・報告第１４号 専決処分の報告について 

   ・報告第１５号 専決処分の報告について 

   ・報告第１６号 専決処分の報告について 

   ・報告第１７号 専決処分の報告について 

  ５ 報告第１８号 専決処分の承認について 

  ６ 第３９号議案 府中町議会の議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部 

           改正について 

  ７ 第４０号議案 府中町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例 

           の一部改正について 

  ８ 第４１号議案 府中町職員の給与に関する条例の一部改正について 

  ９ 第３４号議案 平成２９年度府中町一般会計補正予算（第４号） 

 １０ 第３５号議案 平成２９年度府中町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

 １１ 第３６号議案 平成２９年度府中町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 １２ 第３７号議案 平成２９年度府中町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

 １３ 第３８号議案 平成２９年度府中町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２  

           号） 

 １４ 第４２号議案 府中町手数料条例の一部改正について 

 １５ 第４３号議案 工事請負契約の締結について 

 １６ 第４４号議案 町道路線の認定について 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

７．説明のため会議に出席した者 

      町 長   佐 藤 信 治 君 

      副 町 長   岡 野 浩 子 君 

      教 育 長   高 杉 良 知 君 

      企 画 財 政 部 長    高 石 寛 智 君 

      総 務 部 長    坂 本 雅 司 君 

      福 祉 保 健 部 長    山 西 仁 子 君 
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      生 活 環 境 部 長    戸 田 秀 生 君 

      建 設 部 長    梶 川 幸 正 君 

      向洋駅周辺区画整理事務所長    脇 本 哲 也 君 

      消 防 長   寺 尾 光 司 君 

      教 育 部 長    奥 田 米 穂 君 

      会 計 室 長    立 石 佳 之 君 

      企 画 財 政 部 次 長    増 田 康 洋 君 

      総 務 部 次 長   大 塚 圭 子 君 

      福 祉 保 健 部 次 長    新 見 公 平 君 

      生 活 環 境 部 次 長    金 光 一 隆 君 

      財 政 課 長    胡 子 幸 穂 君 

      職 員 課 長    岩 﨑 雅 男 君 

      税 務 課 長    金 川 秀 之 君 

      高 齢 介 護 課 長    森     太 君 

      保 険 年 金 課 長    森 本 雅 生 君 

      健 康 推 進 課 長    長 西 弘 子 君 

      環 境 課 長    屋 敷   学 君 

      下 水 道 課 長   原 田   司 君 

      消 防 課 長    橋 本 臣 彦 君 

      予 防 課 長    新 宅 和 彦 君 

      総 務 課 長 （ 教 委 ）    谷 口 充 寿 君 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

８．職務のため会議に出席した者 

      議 会 事 務 局 長    榎 並 隆 浩 君 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

９．議事の内容 

（開会 午前 ９時３０分） 

○議長（中村武弘君） ただいまの出席議員は１７名で定足数に達しておりますので、

議会は成立いたしております。よって、平成２９年第５回府中町議会定例会を開会い

たします。 
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（開議 午前 ９時３０分） 

○議長（中村武弘君） 直ちに本日の会議を開きます。 

  なお、本日は事前に理事者の出席要求をしております。 

  本日の議事日程でございますが、お手元に配付いたしております日程で会議を進め

てまいりたいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） 御異議なしと認めます。よって、議事日程のとおり会議を進め

ることと決定いたしました。 

  御報告いたします。 

  故加島久行議員におかれましては、去る９月２９日に逝去されました。 

  まことに痛恨のきわみに耐えません。ここに御報告申し上げます。 

  ここで、故加島久行議員の御冥福をお祈りし、黙禱をささげたいと思います。 

  故加島久行議員の議席に向かって御起立をお願いいたします。 

（黙禱） 

○議長（中村武弘君） 黙禱を終わります。 

  着席をお願いいたします。 

  ただいま弔意をあらわすため、梶川総務文教委員会委員長より発言を求められてお

りますので、これを許可いたします。 

  梶川総務文教委員長。 

○４番（梶川三樹夫君） 総務文教委員長の梶川でございます。ここに私は皆様のお許

しを得て、故加島久行議員の御霊に対し、謹んで哀悼の言葉を申し上げたいと存じま

す。 

  本年９月定例会後、再度体調を崩され、療養中でありましたが、私たちはあなたの

一日も早い御回復をお祈りするとともに、近いうちに必ず元気ないつもの優しいお顔

で、以前と変わらぬ精力的な活動を再開されるものと信じて疑いませんでした。 

  しかし、最愛の事あるごとに話されていた御自慢のお二人の御子息の懸命なる看病

にもかかわらず、去る９月２９日に生涯を閉じ、不帰の客となられました。あなたの

急逝の悲しい知らせに接し、まことに惜しみても余りあり、痛恨のきわみであります。 

  本日、平成２９年第５回府中町議会定例会が招集されましたが、今あなたの議席の

氏名標は倒れ、かわりに美しい花が置かれています。 
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  しかし、残念なことにあなたのお姿は見えません。でも、私たちの目にはいつもの

あなたのにこやかなお顔が見えます。 

  顧みますと、あなたは昭和５１年９月の当町議会議員選挙に立候補され、当選の栄

に浴されました。地方議会の政治家としてスタートされ、今期１１期目でございまし

た。府中町議会においては、議員歴最長の議員として議会の円滑な運営のため、あら

ゆる場面においての調整役を担っていただきました。 

  また、この間２度の副議長、総務委員会、厚生委員会、議会運営委員会、議会報特

別委員会など多くの委員長を歴任され、町行政に対する質問や議員提出議案を提案さ

れるなど、住民の福祉の向上のため、常に御自身を磨きながら御活躍されてまいりま

した。 

  特に、府中町の都市基盤整備については力を注ぎ、下水道事業を初め安芸府中道路、

広島高速２号線の開通に向けては国、県への要望活動に積極的に取り組まれ、町民の

ためのまちづくりに大きく貢献されてきました。 

  教育分野においても、昭和６０年代後半から児童・生徒の急増に対応するための将

来を見据えた学校建設にも多大な力を注いでこられました。まだまだあなたにとって

は短い政治活動だったかもしれません。 

  しかし、あなたの争い事を好まない、人としての優しさを持った行動は、常に私た

ち議員を初め、職員、町民は受け継いでいくことでしょう。私たちはもはやこの議場

であの優しさにあふれた温かいお顔に接することはできなくなりましたが、あなたの

歩んで来られました足跡、またその志は、私たち同僚議員の胸に深く刻み込まれてい

るのであります。 

  今は呼べど帰らぬあなたの声は耳に残り、哀愁の情きわまって申し上げる言葉もこ

れ以上見出せません。静かにあなたの面影をしのび、生前の御功績をたたえながら、

ひたすら町政の平安と御遺族の前途に限りない御加護を賜りますようお願いいたしま

して、いささか粗辞ではございますが、御冥福を祈り、追悼の言葉といたします。 

○議長（中村武弘君） 以上で、故加島久行議員に対する梶川総務文教委員会委員長の

追悼の言葉を終わります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村武弘君） ここでしばらく休憩をいたします。９時５５分から再開いたし

ます。休憩。 
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（休憩 午前 ９時３９分） 

 

（再開 午前 ９時５５分） 

○議長（中村武弘君） 休憩中の議会を再開いたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村武弘君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本日は、８番上原議員、９番益田議員を指名いたします。よろしくお願いいたしま

す。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村武弘君） 日程第２、会期の決定を議題に供します。 

  本定例会の会期につきましては、案としてお手元に配付しておりますとおりです。 

  それでは、お諮りいたします。 

  本定例会の会期は、本日から１２月１９日までの５日間といたしたいと思いますが、

御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） 御異議ないようでございますので、本定例会の会期は、本日か

ら１２月１９日までの５日間と決定いたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村武弘君） 日程第３、諸報告に入ります。 

  まず、議長報告から行います。 

  去る１１月１６日、県議長会の定例会に出席しております。 

  会議では、平成２８年度決算の認定や来年度の予算について審議を行い、原案どお

り決定しております。 

  また、１１月２２日に町村議会議長会全国大会に参加しております。 

  大会では、昨年に続き東日本大震災や熊本地震による課題を解決するため、国と地

方と一体となって本格的な復旧、復興への取り組みを加速させること、人口減少の克

服の地方創生を実現するために、都市と農山漁村が共生し得る社会を強力に進めてい

くこと、また地方創生の流れを加速させることなどを盛り込んだ大会宣言を行いまし

た。 

  なお、詳細につきましては事務局に資料がございますので、ごらんいただければと
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思います。 

  また、議会運営委員会委員長の加島議員の死去に伴い、１１月２４日、議会運営委

員会では委員長を互選され、委員長に副委員長であった児玉議員が、副委員長には中

村勤議員が選任されました。 

  また、建設委員会においても副委員長の加島議員の死去に伴い、１２月６日、副委

員長の互選をした結果、橋井議員が副委員長に選任されておりますので、御報告しま

す。 

  以上で議長報告を終わります。 

  次に、各委員会の委員長報告を行います。 

  総務文教委員会、梶川委員長、お願いいたします。 

○４番（梶川三樹夫君） 皆さん、おはようございます。総務文教委員会の報告をさせ

ていただきます。 

  ９月定例会以降、１０月１８日に委員会を、１２月４日に委員会並びに協議会を開

催しております。 

  １０月１８日の委員会では、学校教育、社会教育、その他施設設備に関する事務調

査ということで、南小学校と中央小学校の現地踏査を実施いたしました。 

  南小学校では、従来からにおいについて意見のありましたトイレ、中央小学校では、

改築したばかりの新しいトイレと留守家庭児童会の設備状況等について踏査を行いま

した。 

  なお、前々から府中町の単独自校方式である学校給食の試食をさせていただいたと

ころでございます。本当にスープは温かくておいしくいただき、単独自校方式のよさ

を改めて実感させていただきました。もちろん実費負担で対応させていただいており

ます。 

  １２月４日の委員会では、町長報告、議長報告を受け、協議会につきましては、今

定例に向けた議案等の概要説明を受けております。 

  なお、本会議から当委員会への付託議案はございませんでした。 

  以上をもちまして、総務文教委員会の報告とさせていただきます。ありがとうござ

いました。 

○議長（中村武弘君） 厚生委員会、繁政委員長、お願いいたします。 

○５番（繁政秀子君） 皆さん、おはようございます。厚生委員会の報告をさせていた
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だきます。 

  ９月定例会以降、１２月５日に委員会及び協議会を開催しております。 

  １２月５日の委員会では、社会福祉事業に関する事務調査として、新生児聴覚検査

体制について、他の市町の費用助成状況などを含め説明を受けました。当町では現在、

費用助成はしていませんが、まず現状を調査し、把握した上で、費用助成を含めサポ

ート体制について研究をしていきたいということでした。 

  そこで、他の２３市町のうち１４市町では、検査費の助成が行われています。助成

金は２，８４０円から６，０００円の幅となっていることも説明を受けましたので、

そのことについても今後検討していくということでした。 

  また、生活環境に関する事務調査として、町内会が設置しているごみステーション

に近接するほかの町内会の人がごみを排出することについて、町の考え方の説明を受

けております。 

  このことについては、他の町内会の人がごみを排出することの可否については、関

係する町内会や利用者との話し合いが必要となります。あくまでもごみ出しは利用者

や各関係町内会との話し合いによる合意が前提だということで、町が云々ということ

はないということでございました。 

  そのほか、１２月定例会前ということで、協議会に切りかえて提出予定の案件につ

いて説明を受けております。 

  なお、本会議から当委員会への付託議案はございませんでした。 

  以上で厚生委員会の報告を終わります。 

○議長（中村武弘君） 建設委員会、力山委員長、お願いいたします。 

○１８番（力山 彰君） 皆さん、おはようございます。建設委員会の報告をさせてい

ただきます。 

  ９月定例会以降、１２月６日に委員会並びに協議会を開催しております。 

  １２月６日の委員会では、建設事業に関する事務調査、都市計画に関する事務調査、

下水道事業に関する事務調査、山陽本線連続立体交差及び向洋駅周辺再整備事業に関

する事務調査ということで、工事請負契約締結の報告について及び工事請負変更契約

の締結についての報告を受けました。 

  委員会に引き続き協議会では、１２月定例会に向けた案件の概要説明を受けており

ます。 
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  先ほど議長からの報告でもありましたが、協議会終了後、委員会を再開し、加島副

委員長の御逝去により不在となっていた副委員長の互選を行い、新たに橋井委員が副

委員長に就任されました。 

  なお、本会議から当委員会への付託議案はございませんでした。 

  以上で建設委員会の報告を終わります。 

○議長（中村武弘君） 議会運営委員会、児玉委員長、お願いいたします。 

○１０番（児玉利典君） 改めまして、おはようございます。故加島議員の御冥福を心

からお祈り申し上げまして、議会運営委員会の報告をさせていただきます。 

  ９月定例会以降、１０月１２日、１３日の両日、委員会中心主義の議会運営という

ことで、静岡県函南町、焼津市に行政視察を実施しています。 

  また、１１月２４日に行政視察の報告書の取りまとめを行い、委員会構成について

ということで、議長からの欠員補充についての諮問に基づき意見交換を行い、現状の

メンバーで進めることと確認いたしました。 

  また、正副委員長の互選を行いました。結果は、議長報告にもありましたように、

私児玉が委員長に、そして副委員長に中村勤議員が選任されました。今後ともどうぞ

よろしくお願い申し上げます。 

  そして、先日の１３日の委員会では、本定例会に向けた会期の確認をいたしました。 

  また、当委員会では、９月１２日の議長から傍聴席への意見書箱の設置と傍聴席へ

の配付資料のあり方を検討していただくということで、２回の協議を行いました。 

  結論は、執行権の内容等が出されるなど、執行権と決議権者である議会との意見が

混在するということや、議会等の資料については議員提出議案を除き、理事者側にお

いて写しの頒布をお願いしていただくということになりました。 

  また、傍聴席配付資料につきましては、これまでどおり他自治体と同様、議事日程、

会期日程、議事一覧、一般質問一覧で対応していくことということで確認いたしまし

た。 

  なお、閉会中に出されました陳情のうち、府中町まち・ひと・しごと創生総合戦略

における修正意見陳情につきましては、計画立案者である執行者の権限に関すること

でありますので、議会としても修正検討の決議権はございませんので、本定例会で理

事者に配付することといたしました。 

  以上でございます。 
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○議長（中村武弘君） 議会報特別委員会、上原委員長、お願いいたします。 

○８番（上原 貢君） おはようございます。議会報特別委員会の報告をさせていただ

きます。 

  ９月定例会以降、議会報特別員会は９月２０日の定例会閉会後、９月２９日、

１０月１１日と、昨日１２月１４日の４回開催しております。 

  ９月２０日の委員会では、議会広報の編集に関する事務調査ということで、議会だ

より第１４７号の執筆者や発行までの日程の確認を行いました。 

  ９月２９日の委員会では、原稿の校正と写真調整を行っております。 

  １０月１１日の委員会では、初校により見出しや記事内容などの校正を行い、行政

視察の日程調整を行いました。１０月２６日から２７日にかけて、静岡県島田市で行

政視察を行っております。 

  また、昨日１２月１４日の委員会では、この定例会の内容をお知らせする議会だよ

り第１４８号の編集に向けての執筆者の決定や発行までの日程調整について協議を行

い、出張報告の確認を行いました。 

  以上で議会報特別委員会の報告を終わります。 

○議長（中村武弘君） 次に、監査委員報告をお願いいたします。 

  木田監査委員。 

○２番（木田圭司君） 皆さん、おはようございます。それでは、監査委員報告をさせ

ていただきます。 

  監査は、府中町代表監査委員土井精二並びに監査委員木田圭司の両名が実施いたし

ました。 

  地方自治法第２３５条の２第１項の規定に基づく例月出納検査ですが、平成２９年

８月分を９月２１日に、９月分を１０月１７日に、１０月分を１１月１５日にそれぞ

れ実施いたしました。 

  検査の結果につきましては、お手元に配付している資料のとおり、いずれも現金の

出納事務は適正に処理されていることを認めています。 

  次に、地方自治法第１９９条第４項の規定に基づく定期監査ですが、平成２９年度

第２期定期監査を平成２９年９月２５日から１１月２日までの期間で、財務に関する

事務が関係法令等に基づき適正に実施されているか、生活環境部町民生活課、消防本

部消防課、予防課、福祉保健部保険年金課を対象に行いました。 
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  監査の結果につきましては、お手元に配付している資料のとおり、適正に処理をさ

れておりました。 

  以上で監査委員報告を終わります。ありがとうございました。 

○議長（中村武弘君） 次に、広島県後期高齢者医療広域連合議会議員報告をお願いい

たします。 

  ５番繁政議員。 

○５番（繁政秀子君） 広島県後期高齢者医療広域連合議会について、報告をさせてい

ただきます。 

  議会は、去る１０月２０日に定例会が開催されました。定例会では５件の議案が提

案され、全て可決されました。 

  １つは、監査委員の選任同意案件で、呉市選出の渡辺一照議員が選任されました。 

  ２つ目は、平成２８年度の歳入歳出決算の認定についてでございました。広域連合

の主た る歳入歳出 でありますが、医 療 特 別 会 計 の歳出 決 算額は３，８ ２ ６億

２，９００万円で、医療費が平成２７年度と比べ被保険者数がふえたことにより、

１億４，４９０万円の増加となっております。 

  ３つ目は、広域連合職員の育児休業に関する条例の一部改正を行いました。 

  ４つ目は、平成２９年度一般会計の補正で、平成２８年度決算剰余金の補正を行い

ました。 

  ５つ目は、平成２９年度の医療特別会計補正で、国庫負担金等の精算に伴う補正を

行いました。 

  以上で広島県後期高齢者医療広域連合議会の報告を終わります。 

○議長（中村武弘君） 以上で全ての報告を受けましたので、各報告に対する質問に入

ります。 

  まず、議長報告に対して質問のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） ないようでございますので、次に参ります。 

  総務文教委員会委員長報告に対して質問のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） ないようでございますので、次に参ります。 

  厚生委員会委員長報告に対して質問のある方。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） ないようでございますので、次に参ります。 

  建設委員会委員長報告に対して質問のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） ないようでございますので、次に参ります。 

  議会運営委員会委員長報告に対して質問のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） ないようでございますので、次に参ります。 

  議会報特別委員会委員長報告に対して質問のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） ないようでございますので、次に参ります。 

  監査委員報告に対して質問のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） ないようでございますので、次に参ります。 

  広島県後期高齢者医療広域連合議会議員報告に対して質問のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） ないようでございますので、以上をもって諸報告を終わります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村武弘君） 日程第４に入る前にしばらく休憩いたします。１０時３０分か

ら再開いたします。休憩 

（休憩 午前１０時１５分） 

 

（再開 午前１０時２８分） 

○議長（中村武弘君） 休憩中の議会を再開します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村武弘君） 日程第４、町長報告を行います。 

  最初に、行政報告からお願いします。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 皆さん、おはようございます。 

  本定例会は、本日から１９日までの５日間の会期になりますが、提起する議題は町



- 13 - 

長報告が３件、専決処分の報告承認６件、補正予算５件、条例改正が４件、その他の

議案が２件となっておりますので、よろしくお願いいたします。 

  また、これに加えまして府中ポンプ場機械設備等修理工事で、１号機、２号機のデ

ィーゼルエンジンのＤ点検を実施しておりました際、１号機点検完了後の試運転では

問題はございませんでしたが、２号機を含めた点検終了後の再度の試運転に、１号機

について今回点検箇所以外の箇所にふぐあいが発見されまして、エンジン始動ができ

なくなりました。当該箇所の部品取りかえが必要でございまして、今年度内に修理工

事を終えるためには、部品、シリンダーヘッドの部分でございますが、製作期間を考

慮いたしますと、本定例会において下水道事業特別会計の予算補正が必要となりまし

た。よって、議案がまとまり次第、当該特別会計の補正予算、これに関連して一般会

計の補正予算を追加して提案させていただくことになりますので、御理解のほどよろ

しくお願いいたします。 

  それでは、町長報告、行政報告を３件行います。 

  １件目は、国、県への提案活動でございます。 

  来年度の主要事業の推進に当たり、去る１１月２４日と２７日、広島県と国土交通

省中国整備局、また１１月３０日には国土交通省と文部科学省へ赴き、向洋駅周辺土

地区画整理事業や道路事業、公共下水道事業、学校運営改善事業など、９項目１０事

業について事業説明並びに要望を行いました。 

  地元選出衆議院議員のお力添えもいただきまして、国土交通省では牧野副大臣にお

会いし、事業説明と提案活動を行うことができました。副大臣からのお話は、国の予

算編成中ではありますが、前向きな感触を得ることができました。 

  また、文化庁では、下岡田遺跡発掘調査につきまして、引き続き期待をしている旨

のお話をいただきました。 

  今回の提案活動が、来年度の町域の県事業の進展や町事業の補助金の財源確保につ

ながるものと考えております。 

  なお、県への提案活動にあわせまして、広島県知事には道路財特法の補助率かさ上

げ措置の継続、道路整備関係予算の確保について要望書を提出をいたしました。 

  少し後日談を紹介いたしますと、県からは来年度の国庫補助、交付金について、特

に公共下水道事業の事業予算が大変厳しい状況にあるというふうな説明を受けており

ましたが、先週県を通じて国土交通省から来年度の雨水事業の事業費の補助金確保は
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難しいと。ついては、本年度予算の補正で確保したいので、所定の手続をするように

という連絡を受けたところであります。 

  国の予算が厳しい状況にありまして、町事業がおおむね今後補正予算今後閣議決定

ということでございますが、おおむね計画どおり進めるめどが立ったということで安

堵しておりますとともに、直接本省に出向いてしっかりと事業の必要性などを説明し

た成果であるというふうに考えておりますし、関係者の御努力、御配慮に感謝いたし

ておるところでございます。 

  ２点目は、全国町村長大会についての御報告でございます。 

  全国町村長大会は、去る１１月２９日、東京ＮＨＫホールにおいて開催され、出席

をいたしました。 

  大会では、平成３０年度政府予算編成及び各種施策の具体化として、全国的な防

災・減災対策の推進、一億総活躍社会の実現に向けた地方創生のさらなる推進、地方

分権改革の推進などの決議と、１０分野３８項目の重点要望を採択をいたしました。 

  加えまして、全国森林環境税の実現に関する特別決議を行い、全国町村会としては

各省庁に、都道府県町村会は地元選出国会議員にこれらの決議、要望の実現に向けて

働きかけることといたしました。当日、広島県町村会といたしましては、県の活動と

いたしまして、広島県選出国会議員に対する要請活動をあわせて行ったところであり

ます。 

  ３点目であります。 

  ３点目は、去る１２月６日に府中東小学校区の土砂災害警戒区域等に係る地元説明

会を東小体育館で行われましたので、御報告いたします。 

  東小学校区の広島県による土砂災害法に基づく基礎調査は平成２８年度に実施され、

本年９月にその結果が公表されております。東小学校区では、土石流、急傾斜地崩壊

のおそれがある土砂災害警戒区域、いわゆるイエローゾーンが２６カ所、建物が破壊

され、大きな被害が生ずるおそれのある土砂災害特別警戒区域、いわゆるレッドゾー

ンは２３カ所となっております。 

  説明会では、１８０名を超える方々が来場されまして、参加者からは調査の方法や

避難所周辺警戒区域等への対策、防災行政無線の放送方法、避難所の開設状況の確認

方法などの質問がございまして、県、町の担当者が回答をし、説明をいたしました。 

  広島県では、来年１月末から２月ごろには区域の指定を行う予定であります。 
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  町では、指定後速やかに地域内の危険箇所や避難経路を記載したハザードマップの

作成に着手をいたします。また、自主防災会活動費への助成、特別警戒区域内の建築

物改修への支援、住宅移転の支援は、既に今年度制度創設したところでございますし、

区域内の区域等の指定時期と課税の基準日に応じまして、固定資産税の軽減措置を講

じることといたしております。 

  町といたしましても、土砂災害警戒区域等に指定された地域の皆様方が少しでも不

安が解消できるよう、今後とも対策を講じてまいります。 

  以上、御報告でございます。 

○議長（中村武弘君） ただいまの行政報告に対して質問のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） ないようでございますので、行政報告を終わります。 

  続いて、報告第１３号、報告第１４号、報告第１５号の専決処分の報告については、

内容が損害賠償に係る報告でございますので、一括議題といたしたいと思いますが、

よろしゅうございましょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） よろしいということで、そのように進めてまいります。 

  なお、質問は１案件ごとに進めてまいります。 

  それでは、報告第１３号、報告第１４号、報告第１５号の専決処分の報告について

をお願いいたします。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 報告第１３号 平成２９年１２月１５日提出。 

  専決処分の報告について。 

  損害賠償の額を定めることについて、次のとおり専決処分したので、地方自治法

（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第２項の規定により報告する。 

                              府中町長 佐藤信治 

  次に、報告第１４号でございます。 

  報告第１４号 平成２９年１２月１５日提出。 

  専決処分の報告について。 

  損害賠償の額を定めることについて、次のとおり専決処分したので、地方自治法

（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第２項の規定により報告する。 
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                              府中町長 佐藤信治 

  続いて、報告第１５号でございます。 

  報告第１５号 平成２９年１２月１５日提出。 

  専決処分の報告について。 

  損害賠償の額を定めることについて、次のとおり専決処分したので、地方自治法

（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第２項の規定により報告する。 

                              府中町長 佐藤信治 

  詳細についての説明は、報告第１３号及び第１４号は消防長が行い、報告第１５号

は総務部長が行いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（中村武弘君） 補足説明。 

  消防長。 

○消防長（寺尾光司君） 皆さん、おはようございます。 

  このたび消防車両により２件の物損事故を生じさせ、相手方、関係者に多大な迷惑

や御心配をおかけすることになり、また町の大切な車両を傷つけ、まことに申しわけ

ございません。再発防止、安全管理に一層注意して取り組み、信頼回復に努めてまい

りたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

  なお、当該３件の専決処分の報告、１３号、１４号、１５号の専決処分の内容は、

府中町議会の委任による町の専決処分事項の指定について、第２項に規定する地方自

治法第９６ 条 第１項第 １２号 の規定による損害賠償を支払うもの で、その額が

１００万円以下のものの和解に関することに該当するものであることから、地方自治

法第１８０条第１項の規定により専決処分し、同条第２項の規定により本議会に報告

するという内容でございます。 

  それでは、専決処分の概要について補足して説明をさせていただきます。 

  報告第１３号でございます。損害賠償の額を定める専決処分の報告でございます。 

  内容ですが、平成２９年７月１９日午後５時５０分ごろ、自動火災報知設備が鳴動

しているとの通報がありまして、消火隊を出動させました。通報対象ビルの隣接地の

府中町柳ケ丘１番４１号東側月決め駐車場において、はしご自動車を方向転換してバ

ックではしごを架梯する位置に部署させようとした際に、クラッチ操作を誤って車両

が後退し、車両の後部をジュースの自動販売機に接触させ、その一部を損壊させたと

いう内容でございます。 
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  なお、この火災の通報は、自動火災報知設備の誤作動ということで、火災ではござ

いませんでした。 

  自動販売機の損傷は、自動販売機の左側の角の部分に４カ所、深さ数ミリのへこみ

と塗装のはがれが生じております。直ちに自動販売機の設置業者に連絡を取りまして、

対処をいたしたところでございます。 

  自動販売機の交換費用やリース契約の費用等を含む損害賠償の額は、１３万

３，１１５円でございます。 

  相手方は、東京都墨田区吾妻橋一丁目２３番１号のアサヒ飲料株式会社でございま

す。 

  専決処分をした年月日は平成２９年９月２７日でございます。 

  事故発生時の状況でございますが、はしご自動車の方向転換に際しまして、３名の

隊員が前後に分かれて監視する中で、車両を後退させながら方向転換をさせようと試

みましたが、進入路の幅員が狭く、後退進入ができなかったため、一旦前進しようと

いうことで操作をしましたが、クラッチ操作を誤って意図に反して後退をしてしまい、

自動販売機に接触してしまったというものでございます。 

  これは本来、道路が後方に下がり勾配であったことから、サイドブレーキを引いて

操作すべきものでございましたが、これを怠ったのが事故の原因だと判断をしており

ます。 

  なお、はしご自動車自体に損傷は発生しておりません。 

  事故発生車両の分隊長、機関員から事故の概要及びてんまつ報告書を提出させてお

ります。 

  なお、当該職員に対しまして事故再発防止のため、口頭で注意喚起を行っておりま

す。まことに申しわけございませんでした。 

  続きまして、報告第１４号の専決処分でございます。 

  内容ですが、平成２９年１０月１７日午後０時４０分ごろ、救急要請がありまして、

消防署から救急自動車が出動途中、府中町大通二丁目５番３号北方交差点内、消防署

の南側のＴの字の交差点のところですが、ここを通過する際、一般車両、軽自動車で

すが、この車と接触し、一般車両の一部右側フロントバンパー部分にへこみ、傷を生

じさせたというものでございます。双方の搭乗人員にけがなどはございませんでした。 

  なお、この接触事故の発生によりまして、直ちに救急出動を他の救急隊に切りかえ
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て出動させまして、救急事案に対応させております。初回の出動より約３分のおくれ

となりましたが、救急自動車の到着おくれによる容体の変化等は生じておりません。 

  相手方の車両の修繕料、損害賠償の額は、フロントバンパーの取りかえ等で４万

４，６７４円でございます。 

  相手方、債権者は、広島県安芸郡府中町浜田四丁目６番５－５０３号 吉田真由美

さんでございます。 

  専決処分年月日は平成２９年１１月１０日でございます。 

  事故発生時の状況でございますが、救急自動車がサイレンを鳴らして交差点内に進

入しようとした際、西側から一般車両が進入してきて、交差点直前で停止をされまし

て。救急自動車は、注意を払いながら西側に右折進行しましたが、相手方車両が交差

点直前で停止していた関係から、その車両全部を鋭角的に右折進行したため、内輪差

によって接触し、両車両を損傷させたというものでございます。この事故は、相手方

が一時停止している状況下での事故でございまして、当方職員の車両感覚や安全確認

の不足が事故の原因であったと考えております。 

  なお、救急自動車のほうは、右後ろ部のタイヤハウス部分に損傷があり、板金塗装

の修繕経費は６万５，２３８円でございました。相手方が停止している状況での接触

事故でございまして、当方の過失割合が１００となります。 

  相手方への損害賠償の額及び当方の緊急車両の修繕経費は、町が加入しております

全国町村共済から全額補塡、支払われるというものでございます。 

  今回の事故に際しましても、事故発生車両の隊長、機関員から事故概要及びてんま

つ報告書を提出させるとともに、当該職員に対しまして事故防止のため、口頭で注意

喚起を行っております。 

  消防車両は、消防活動を行う大変重要な機材でございます。その運用、緊急走行は、

消防職員としてしっかり身につけなければならない技能でもございます。緊急出動は、

毎回一秒一刻を争う業務でございます。日ごろから訓練を積み重ねている職員でござ

いますが、早期の消火活動の展開や現場到着への焦りなどから、基本動作の確認と慎

重さがおろそかになったものと思われます。 

  はしご自動車の事故が発生しました７月以降、朝礼で注意喚起を図るとともに、今

回の事故内容の共有を全職員で行っております。 

  また、安全運転と交通事故防止に係る視聴覚教材を活用した職場内研修を直ちに実
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施したところでございますが、１０月に再び事故が発生いたしております。非常に申

しわけないということでございます。 

  その後、新たな再発防止策といたしまして、毎朝礼時に交通事故防止標語の唱和を

行うこととしております。「事故防止、一人一人が責任者」などと４つの標語のうち、

そのうち１つを毎朝全員で唱和し、意識改革に努めておるところでございます。 

  また、事故防止の徹底について、改めて全職員に文書通知をいたしまして、事故概

要と原因の再度の徹底と車両運行時の注意事項を周知しております。主な注意事項と

いたしましては、安全確認で不安な場合は車両を一旦停止し、目視することも考慮す

る。また、車両運転者に限らず同乗者も安全確認を行うこと。また、消防車両は町民

から預かっている財産であることを認識しておくことなどを文書で通知しております。 

  また、一般行政部門と合同で広島県安全運転管理協議会から講師を招聘した交通安

全研修をこの１２月２１日、２２日に実施し、交通事故の特性を認識させ、事故を発

生させない意識の醸成を図るとともに、機関員を対象とした定期的な運転実習により、

再発防止につなげた取り組みを粘り強く続けてまいりたいと考えております。 

  今回の事故におきまして、関係各位に大変御迷惑と御心配をおかけしたことを改め

て深くおわびを申し上げたいと思います。 

  以上で説明を終わらせていただきたいと思います。大変申しわけございませんでし

た。 

○議長（中村武弘君） 次に、総務部長。 

○総務部長（坂本雅司君） 報告第１５号、専決処分の報告、損害賠償の額を定めるこ

とについて御説明いたします。 

  専決処分根拠につきましては、先ほど消防長が申し上げたとおり、前号報告と同様

でございます。 

  それでは、緑ケ丘中学校において、選挙期日に発生しました車両事故について御説

明いたします。 

  専決処分の内容でございますが、平成２９年１０月２２日執行の衆議院議員総選挙

及び最高裁判所裁判官国民審査の第８投票所、緑ケ丘中学校格技場に投票のため自動

車で来場の際、格技場入り口の門扉のレールに接触し、車の下側下部を破損したもの

でございます。 

  損害賠償の額は１６万６，７２８円で、損傷した車両の修理代でございます。 
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  債権者は、広島県安芸郡府中町茂陰一丁目１０番２３－９０３号 柳原徳人さんで

ございます。 

  専決処分の日は平成２９年１１月１５日です。 

  詳細でございますが、門の位置が急な上り坂の頂上でございます。さらに、門の手

前のモルタル部分が劣化し、はがれた状態になっておりまして、さらに急角度となっ

ておりました。そのために車が門を通過する際に車体と接触したものです。俗に言う

腹を打ったという事案でございます。選挙の投票所で使用しております格技場入り口

前の広場は、年に１度程度学校が教職員等の臨時駐車場として使用する以外はふだん

は車の出入りがほとんどなく、現場の状況を把握しておりませんでした。今回は事前

に駐車場の状況の点検を怠ったために事故が発生をいたしました。まことに申しわけ

ございません。 

  なお、門扉の手前の勾配改良は、今後補修する予定でおります。今後、公共施設を

利用して投票所を開設するに当たり、投票所開設のみならず駐車場などの周辺にも気

を配り、設営するように努めてまいりたいと思います。まことに申しわけございませ

んでした。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（中村武弘君） 続いて、質問に入ります。 

  まず、報告第１３号についての質問のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） ないようでございますので、報告第１３号についての報告を終

わります。 

  次に、報告第１４号についての質問のある方。 

  １番岩竹議員。 

○１番（岩竹博明君） たびたびこういう事故が起きてるようですけども、職員を対象

とした交通安全教育。そういう教育の頻度ですね。こういうものはどうなってるのか。 

  また、民間企業では１年に１回免許証の裏書きチェックなどをされるんですよ。そ

れで、そういう違反が続いてるような人には免許の許可を与えないとかいう厳しい処

置があるわけですね。そういうことを町としてなされておるのか。 

  また、こういう事故を防止するには、危険予知訓練いうものが大変重要じゃないか

と思いますが、そういうことをやられておられるのか、今後やる予定なのかをお聞き



- 21 - 

したいと思います。 

○議長（中村武弘君） ２番木田議員。 

○２番（木田圭司君） ２番です。関連なんですけど、いろいろなことをやられてると

いうふうに今お聞きをしておりますが、実際やっぱり運転される方の技術という部分

も大きいと思います。加えて車もいろいろあって、その車、車で癖というか特徴が、

例えば最初のはしご車だったらミッション車でしょうけど、クラッチのつながる位置

なんかも車、車で違うと思うので、実際に乗られる方がどれぐらい、どういうんです

かね、そういう車に乗られてどういう作業をされて、要は何時間、何十時間とか。い

ろんな啓発とか講習とかいうんも当然必要だと思うんですけど、実技のほうの実際に

そういう坂道でいうのをやっていってテクニックを上げるというか、そういうのもや

っていかないと、そうやっても起こることはあるとは思うんですけど、やはりそれは

必要なことなんじゃないかと思うんですが、どのように考えておられますか。お願い

します。 

○議長（中村武弘君） 予防課長。 

○予防課長（新宅和彦君） １番岩竹議員の質問と２番木田議員の質問にお答えさせて

いただきます。 

  まず、１点目なんですが、免許証のチェックなんですが、消防本部におきましては

月１回職員の免許証をチェックしております。違反等があった場合は、職員のほうで

任意で私のほうに報告をいただいているのが今の実情です。 

  ２番目の質問で研修の頻度でありますが、年１回ＤＶＤ教材を用いた研修を行って

るのが今の実情です。 

  ３点目、危険予知訓練等の件なんですが、現在のところ行っていないのが今の実情

です。ただ、岩竹議員がおっしゃるように、予知訓練の必要性はあると思いますので、

今後検討していきたいと思います。 

  以上でございます。 

  ２番木田議員の質問にお答えさせてもらいます。 

  技術の錬成についてですが、消防車両を運行する前に見きわめの検査があります。

その前に職員にあっては坂発進とか基本的動作の訓練を行って、その後責任者の隊長

なんですが、隊長が見て消防車を運転しても大丈夫かなというとこで見きわめ運転を

して、そのとき技能検査をして、一応良好に運転ができた職員のほうを運転手として
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任命してる状況です。今のところ坂発進とか個別の技術については、そこで一応補完

している状況でございます。 

  ただ、今事故が頻発しておるので、その技能についても再度どういう取り組みが一

番ベストなのか、検討していきたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（中村武弘君） ２番木田議員。 

○２番（木田圭司君） ありがとうございました。いずれにしましても、人の命を預か

る車であったり急を要する車であったりするわけですから、事故がゼロいうのは難し

いんかもしれんのですけど、それに近づくように引き続いて一生懸命努力をしていた

だきたいという要望をさせていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（中村武弘君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） ないようでございますので、報告第１４号についての報告を終

わります。 

  次に、報告第１５号についての質問がある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） ないようでございますので、報告第１５号についての報告を終

わります。 

  続いて、報告第１６号、専決処分の報告についてをお願いします。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 報告第１６号 平成２９年１２月１５日提出。 

  専決処分の報告について。 

  工事請負契約の変更について、次のとおり専決処分したので、地方自治法（昭和

２２年法律第６７号）第１８０条第２項の規定により報告する。 

                              府中町長 佐藤信治 

  詳細についての説明は、建設部長が行いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（中村武弘君） 補足説明。 

  建設部長。 

○建設部長（梶川幸正君） おはようございます。建設部長でございます。報告第

１６号、専決処分の報告について、補足して説明をさせていただきます。 
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  今回の専決処分の報告につきましては、府中町議会の委任による町の専決処分事項

の指定について、第５項に規定する議会の議決を経て締結した建設工事の請負契約で、

請負代金額の増額もしくは減額が当該請負代金額の１０分の２を超えない変更契約を

締結すること。ただし、変更契約金額が当該請負代金額の１０分の２以下であっても、

その額が５，０００万円を超える場合を除くに該当するものであることから、地方自

治法第１８０条第１項の規定により専決処分し、同条第２項の規定により本議会に報

告をさせていただくものでございます。 

  専決処分の内容でございますが、工事名、防災行政無線デジタル化整備工事。工事

場 所は町内一円でございます。請負金額、変更前８，９ ６ ４万円、変更後 １億

６４１万９，９６０円、１，６７７万９，９６０円の増額でございます。請負人、広

島市中区西十日市町１０番９号 電気興業株式会社広島支店でございます。 

  主な変更内容でございますが、平成２７年度から実施しております防災行政無線デ

ジタル化整備工事を今年度で完了させるため、屋外拡声子局全４２局中、未発注の残

り２カ所、中央小学校と総社会館の屋外拡声子局について、追加して整備するもので

ございます。 

  なお、当該事業は社会資本整備総合交付金を充てて事業実施していますが、交付金

対象工事に入札残が生じたことにより、今回追加して整備を行うものでございます。 

  変更前の契約金額について、議会の議決を得た日は平成２９年６月２３日、専決処

分年月日は平成２９年１０月１９日でございます。 

  補足説明は以上でございます。よろしくお願いをいたします。 

○議長（中村武弘君） 続いて、質問に入ります。 

  質問のある方、 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） ないようでございますので、本件についての報告を終わります。 

  続いて、報告第１７号、専決処分の報告についてをお願いします。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 報告第１７号 平成２９年１２月１５日提出。 

  専決処分の報告について。 

  工事請負契約の変更について、次のとおり専決処分したので、地方自治法（昭和

２２年法律第６７号）第１８０条第２項の規定により報告する。 
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                              府中町長 佐藤信治 

  詳細についての説明は、引き続き建設部長が行いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（中村武弘君） 補足説明。 

  建設部長。 

○建設部長（梶川幸正君） 報告第１７号、専決処分の報告について、補足して説明を

させていただきます。 

  今回の専決処分の報告につきましても、先ほどの報告第１６号と同様の規定により、

本議会に報告をさせていただくものでございます。 

  専決処分の内容でございますが、工事名、南小学校青崎東線道路整備工事。工事場

所は府中町青崎東でございます。請負金額、変更前６，０９１万２，０００円、変更

後６，５１９万９６０円、４２７万８，９６０円の増額でございます。請負人、安芸

郡府中町青崎中１７番１２号 神野建設株式会社でございます。 

  主な変更内容でございますが、平成２９年度末に当該事業区間の一部区間について

供用開始を予定しており、その歩道部に視覚障がい者誘導用表示の整備を追加するも

のでございます。 

  なお、当該事業は社会資本整備総合交付金を充てて事業実施していますが、交付金

対象工事に入札残が生じたことにより、今回追加して整備を行うものでございます。 

  変更前の契約金額について、議会の議決を得た日は平成２９年６月２３日、専決処

分年月日は平成２９年１１月１３日でございます。 

  補足説明は以上でございます。よろしくお願いをいたします。 

○議長（中村武弘君） 続いて、質問に入ります。 

  質問のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） ないようでございますので、本件についての報告を終わります。 

  次に参ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村武弘君） 日程第５、報告第１８号、専決処分の承認についてを議題に供

します。 

  本件について、理事者の説明を求めます。 
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  町長。 

○町長（佐藤信治君） 報告第１８号 平成２９年１２月１５日提出。 

  専決処分の承認について。 

  平成２９年度府中町一般会計補正予算（第３号）について、地方自治法（昭和

２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定により、平成２９年９月２８日に次の

とおり専決処分したので、同条第３項の規定により報告し、議会の承認を求める。 

                              府中町長 佐藤信治 

  詳細についての説明は、企画財政部長が行いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（中村武弘君） 補足説明。 

  企画財政部長。 

○企画財政部長（高石寛智君） おはようございます。企画財政部長です。報告第

１８号、専決処分の承認についてを補足して説明いたします。 

  平成２９年９月２８日の衆議院の解散により、衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁

判官国民審査が平成２９年１０月２２日に執行されることとなりましたが、必要とな

る補正予算の調製について、議会を招集する時間的余裕がなかったため、地方自治法

第１７９条第１項の規定に基づき、９月２８日に専決処分を行ったものです。 

  内容は、平成２９年度一般会計補正予算（第３号）で、歳入歳出予算の総額に、歳

入歳出それぞれ２，１９７万５，０００円を追加し、歳入歳出それぞれ１８５億

４，０３８万１，０００円とするものです。 

  それでは、歳入歳出補正予算を歳入歳出補正予算事項別名明細書により説明いたし

ます。 

  ５ページをごらんください。歳入です。 

  款  県支出金、項  県委託金、目  総務費委託金、衆議院議員選挙費委託金は、

２，１９７万５，０００円の増額補正です。衆議院議員選挙及び最高裁判所裁判官国

民審査の執行に当たり、経費の全額が交付されるものです。 

  ６ページをごらんください。歳出です。 

  款 総務費、項 選挙費、目 衆議院議員選挙費、職員給与費事業（衆議院議員選

挙費）は、職員の事務従事に要する経費で、時間外勤務手当等７６０万円の増額補正

です。 

  続いて、衆議院議員選挙事業は、投票管理者や投票立会人の報酬などの人件費、ま
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た投票所入場券の印刷や郵送料、ポスター掲示板設置経費、期日前投票所の会場借り

上げ料などの物件費、合計１，４３７万５，０００円の増額補正です。 

  以上で補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（中村武弘君） ただいまの説明に対し歳入歳出一括で質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） なければ、以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） なければ、お諮りします。 

  本案は、承認いたしたいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） 御異議なしと認めます。よって、本案は承認することと決定い

たしました。 

  次に参ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村武弘君） 日程第６、第３９号議案、府中町議会の議員の議員報酬及び費

用弁償に関する条例の一部改正についてを議題に供します。 

  本案について、理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 第３９号議案 平成２９年１２月１５日提出。 

  府中町議会の議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について。 

  府中町議会の議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例を次

のように定める。 

                              府中町長 佐藤信治 

  提案理由でございますが、平成２９年８月の人事院勧告に準じ、議員の期末手当の

支給割合を改定するため、条例の一部を改正するものでございます。 

  詳細についての説明は、総務部長が行いますので、よろしくお願いします。 

○議長（中村武弘君） 補足説明。 

  総務部長。 
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○総務部長（坂本雅司君） 第３９号議案、府中町議会の議員の議員報酬及び費用弁償

に関する条例の一部改正についてを補足説明させていただきます。 

  第３９号議案参考資料をお開きください。 

  まず、１の改正の趣旨でございます。 

  このたびの改正は、人事院が本年８月に国家公務員の給与等に関して行った人事院

勧告に準じた一般職員の勤勉手当の改正を考慮し、府中町議会議員の期末手当の支給

割合を改正させていただくものです。 

  改正事項の概要についてです。 

  表でお示ししているとおり、期末手当の支給月数を年間で現行４．３月分を

４．４月分に０．１月分引き上げるものです。期別ごとの割合につきましては表に記

載のとおりで、平成２９年度は１２月期分を０．１月分の増、平成３０年度以降につ

きましては、６月期、１２月期、それぞれ０．０５月増としております。 

  次に、３の施行期日等ですが、公布の日から施行しますが、平成３０年６月期以降

の支給割合の改定は、平成３０年４月１日から施行させていただきます。 

  また、平成２９年１２月期の支給割合の改定は、本年１２月１日にさかのぼって適

用をさせていただきます。 

  なお、今回の支給割合の改正による影響額は、６０万５，４００円でございます。 

  説明は以上です。 

○議長（中村武弘君） ただいまの説明に対し質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） なければ、以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） なければ、お諮りします。 

  本案は、原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） 御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決決定

いたしました。 

  次に参ります。 
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村武弘君） 日程第７、第４０号議案、府中町特別職の職員で常勤のものの

給与及び旅費に関する条例の一部改正についてを議題に供します。 

  本案について、理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 第４０号議案 平成２９年１２月１５日提出。 

  府中町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正について。 

  府中町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条

例を次のように定める。 

                              府中町長 佐藤信治 

  提案理由でございますが、平成２９年８月の人事院勧告に準じ、特別職の職員で常

勤のものの期末手当の支給割合を改定するため、条例の一部を改正するものでござい

ます。 

  詳細についての説明は、引き続き総務部長が行いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（中村武弘君） 補足説明。 

  総務部長。 

○総務部長（坂本雅司君） 第４０号議案、府中町特別職の職員で常勤のものの給与及

び旅費に関する条例の一部改正についてを補足して説明させていただきます。 

  第４０号議案参考資料をお開きください。 

  まず、改正の趣旨でございます。 

  第３９号議案と同様で、人事院が本年８月に国家公務員の給与等に関して行った人

事院勧告に準じた一般職員の勤勉手当の改正を考慮し、町長、副町長及び教育長の期

末手当の支給割合を改正させていただくものです。 

  次に、改正事項の概要についてです。 

  議員報酬の条例改正と同様に、期末手当の支給割合を年間で現行４．３月分を

４．４月分に０．１月分引き上げるものです。この改定する支給割合についても表に

記載のとおりで、議員の期末手当の支給割合の改正内容と全く同じでございます。 

  施行期日についても同様に公布の日から施行しますが、平成３０年６月期以降の支

給割合の改定は、平成３０年４月１日から施行します。 
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  また、平成２９年１２月期の支給割合の改定は、本年１２月１日にさかのぼって適

用をいたします。 

  なお、今回の支給割合の改正による影響額は、２７万７，２００円でございます。 

  説明は以上でございます。 

○議長（中村武弘君） ただいまの説明に対し質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） なければ、以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） なければ、お諮りします。 

  本案は、原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） 御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決決定

いたしました。 

  次に参ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村武弘君） 日程第８、第４１号議案、府中町職員の給与に関する条例の一

部改正についてを議題に供します。 

  本案について、理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 第４１号議案 平成２９年１２月１５日提出。 

  府中町職員の給与に関する条例の一部改正について。 

  府中町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

                              府中町長 佐藤信治 

  提案理由でございますが、平成２９年８月の人事院勧告に準じ、給料表及び勤勉手

当の支給割合を改定するため、条例の一部を改正するものでございます。 

  詳細についての説明は、引き続き総務部長が行いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（中村武弘君） 補足説明。 
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  総務部長。 

○総務部長（坂本雅司君） 府中町職員の給与に関する条例の一部改正でございます。 

  このたびの改正は、本年８月の人事院勧告に準じ、給料表及び勤勉手当の支給割合

を改定させていただくものです。 

  今年度の人事院勧告のポイントは、昨年に引き続き月例給において民間給与が国家

公務員給与を上回っていることから、月例給を引き上げる内容となっております。 

  また、特別給においても民間の支給状況が国家公務員を上回っていることから、支

給率の引き上げが勧告をされました。 

  以上を踏まえて、まず改正の趣旨でございますが、先ほど申しましたとおり、人事

院が本年８月に国家公務員の給与等に関して行った勧告に準じて、府中町職員の給料

表及び勤勉手当の支給割合を改定を行うための条例改正を行うものです。 

  ２の改正事項の概要でございます。 

  給料表の改定。まず（１）給料表の改定でございますが、国の給料表の改定に合わ

せて府中町の行政職給料表及び消防職給料表の給料月額を平均で０．１５％、金額で

５１２円引き上げるものです。給与の改定額及び改定率につきましては、給料で１人

平均４８３円、給与に対する割合で０．１４％の引き上げ、それに伴う地域手当のは

ね返りが１人平均２９円、給与に対する割合で０．０１％の引き上げとなっておりま

す。これを合わせて０．１５％、５１２円の引き上げとなるものです。 

  本日は、実際の給料表の改定案は提示しておりませんが、給料表の各号における改

定金額は、４００円を基本に。給料表提示しております。まことに申しわけありませ

ん。給料表各号の金額は、４００円を基本として１，２００円の幅になっております。

世代間の給与配分の観点から、若年層に重点を置いた引き上げとなっております。 

  次に、（２）の勤勉手当の改定についてです。 

  資料が裏表に渡っております。 

  まず、アにつきまして職員の勤勉手当の支給割合を０．１月分引き上げ、期末手当

を合わせた年間の支給割合を現行の４．３カ月から４．４月分に引き上げるものです。

期別ごとの支給割合につきましては、表の記載のとおり、平成２９年度において

１２月期の勤勉手当の引き上げ分の０．１月分を上乗せし、０．９５月分としており

ます。平成３０年度以降につきましては、隣の欄になりますが、引き上げの０．１月

分を６月期と１２月期の勤勉手当に等分にそれぞれ０．０５月分を配分し０．９月分
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としております。これにより年間で支給割合は、期末手当を合わせて全体で４．４月

分となるというものでございます。 

  次のイの再任用職員。平成２９年４月１日現在は２２人おりますが、これについて

でございます。 

  再任用職員につきましても、支給割合の引き上げ幅が異なっておるだけで、考え方

は一般職員と同様で、勤勉手当の支給割合を０．０５月分引き上げ、期末手当を合わ

せた年間の支給割合を現行の２．２月分から２．３月分に引き上げるものでございま

す。 

  実際の期別ごとの支給割合についての考え方は一般職員と同様で、平成２９年度に

おいて引き上げ分を１２月期の勤勉手当に上乗せ、平成２９年度以降については６月

期、１２月期の勤勉手当に引き上げ分を等分に配分することとしております。 

  以上、今回の給与改定による今年度の影響額は、給料額で１８５万５，０００円、

勤勉手当が１，３０６万４，０００円で、合わせて１，４９１万９，０００円となり

ます。 

  施行期日でございますが、この条例は公布の日から施行をいたします。ただし、

（２）のうち平成３０年６月以降の勤勉手当の支給割合の改定については、平成

３０年４月１日から施行いたします。 

  次に、２の（１）の給与月額を引き上げる改定及び２の（２）の平成２９年度の勤

勉手当の支給割合の改定は、本年４月１日にさかのぼって適用します。 

  なお、今回の給与改定の内容につきましては、職員団体と協議を経て合意しており

ますことを申し添えます。 

  説明は以上でございます。 

○議長（中村武弘君） ただいまの説明に対し質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） なければ、以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） なければ、お諮りします。 

  本案は、原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） 御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決決定

いたしました。 

  次に参ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村武弘君） 日程第９から日程第１３までの議案につきましては、先ほど可

決いたしました第３９号議案、第４０号議案、第４１号議案の条例案並びに人事異動

に伴う人事費補正が大半を占めておりますので、これらを除く項目を主体に質疑を進

めることとしてよろしいでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） よろしいということでございますので、そのように進めていた

だきます。 

  日程第９、第３４号議案、平成２９年度府中町一般会計補正予算（第４号）を議題

に供します。 

  本案について理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 第３４号議案 平成２９年１２月１５日提出。 

  平成２９年度府中町一般会計補正予算（第４号） 

  平成２９年度府中町の一般会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１億２８９万２，０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１８６億４，３２７万３，０００円と

する。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  （繰越明許費） 

 第２条 地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用するこ

とができる経費は、「第２表 繰越明許費」による。 

  （債務負担行為の補正） 

 第３条 債務負担行為の追加及び変更は、「第３表 債務負担行為補正」による。 
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  （地方債の補正） 

 第４条 地方債の変更は、「第４表 地方債補正」による。 

                              府中町長 佐藤信治 

  詳細についての説明は、企画財政部長が行いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（中村武弘君） 補足説明。 

  企画財政部長。 

○企画財政部長（高石寛智君） 第３４号議案、平成２９年度府中町一般会計補正予算

（第４号）について、補足して説明いたします。 

  それでは、歳入歳出補正予算について、歳入歳出補正予算事項別明細書により説明

いたします。 

  １０ページをごらんください。歳入です。 

  款 国庫支出金、項 国庫負担金、目 民生費国庫負担金、保育所運営費負担金は、

歳出民生費に補正計上しております私立保育所保育運営委託事業の特定財源で、

１，９６９万７，０００円の増額補正です。負担率は２分の１です。 

  続いて、施設型給付費負担金は、歳出民生費に補正計上しております施設型給付・

地域型保育給付事業の特定財源で、２１７万８，０００円の増額補正です。負担率は

２分の１です。 

  続いて、地域型保育給付費負担金は、歳出民生費に補正計上しております施設型給

付・地域型保育給付事業の特定財源で、４８４万３，０００円の増額補正です。負担

率は２分の１です。 

  次に、項 国庫補助金、目 民生費国庫補助金、保育対策総合支援事業費補助金は、

歳出民生費に補正計上しております保育対策等促進事業の特定財源で、７２１万

８，０００円の増額補正です。補助率は２分の１です。 

  続いて、子ども・子育て支援推進費補助金は、歳出民生費に補正計上しております

児童福祉総務一般事務事業の特定財源で、８３万９，０００円の増額補正です。補助

率は１０分の１０です。 

  次に、目 教育費国庫補助金、幼稚園就園奨励費補助金は、歳出教育費に補正計上

しております私立幼稚園就園奨励等事業の特定財源で、２６３万３，０００円の増額

補正です。補助率は３分の１です。 

  次に、款 県支出金、項 県負担金、目 民生費県負担金、保育所運営費負担金は、
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歳出民生費に補正計上しております私立保育所保育運営委託事業の特定財源で、

９８４万９，０００円の増額補正です。負担率は４分の１です。 

  続いて、施設型給付費負担金は、歳出民生費に補正計上しております施設型給付・

地域型保育給付事業の特定財源で、１０８万９，０００円の増額補正です。負担率は

４分の１です。 

  続いて、地域型保育給付費負担金は、歳出民生費に補正計上しております施設型給

付・地域型保育給付事業の特定財源で、２４２万２，０００円の増額補正です。負担

率は４分の１です。 

  １１ページです。 

  項 県補助金、目 民生費県補助金、施設型給付費補助金は、歳出民生費に補正計

上しております施設型給付・地域型保育給付事業のうち、地方単独分に係る特定財源

で、２３２万２，０００円の増額補正です。補助率は２分の１です。 

  次に、款 繰入金、項 基金繰入金、目 財政調整積立基金繰入金、財政調整積立

基金からの繰入金は、本補正予算で必要な一般財源を措置するもので、３，８５０万

２，０００円の増額補正です。 

  次に、款 町債、項 町債、目 土木債、公園改修等事業債は、歳出土木費に補正

計上しております公園改修等事業の特定財源で、１，１３０万円の増額補正です。起

債充当率は７５％です。 

  １２ページから歳出となりますが、今回の補正は人事院勧告への準拠を主とした職

員の給与関係費を計上していることから、職員給与費事業の補正が多岐にわたります

ので、最初に一括して説明いたします。 

  申しわけございませんが、給与関係費については資料なしで説明をさせていただき

ます。 

  まず、給料については給料表の改定に伴う引き上げにより、１８５万５，０００円

の増額となりますが、育児休業や中途退職、休職等による減額の影響が大きく、合計

で７７３万１，０００円の減額となります。 

  職員手当等については、一般職の期末勤勉手当が現行４．３月から０．１月引き上

げることなどにより、１，３０６万４，０００円の増額となりますが、育児休業、中

途退職、休職等による減額の影響があり、合計では４５１万円の増額となります。 

  共済費については、給与改定分が１３１万８，０００円の増額となりますが、育児
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休業、中途退職、休職等による減額の影響があり、合計では７３万５，０００円の減

額となります。 

  その他８９７万５，０００円の減額を加味しまして、職員給与費事業の補正総額は

１，２９３万１，０００円の減額となります。 

  なお、人事異動に伴う科目の変動を反映しております。 

  以下、職員給与費事業を除いて説明いたします。 

  １３ページです。 

  款  総務費、項  総務管理費、目  諸費、過誤納還付金事業の過誤納還付金は、

１，１３２万６，０００円の増額補正です。 

  内訳は、町税の還付に係るものが３７８万９，０００円、平成２８年度の子ども子

育て支援交付金や児童健全育成対策補助金の精算に伴う国や県への返還分が５８８万

９，０００円、平成２８年度の福祉医療費公費負担事業費補助金の精算に伴う県への

返還分が１６４万８，０００円となっております。 

  次に、目  コミュニティバス運営費、コミュニティバス運行事業は、物品修繕料

４９万６，０００円及びコミュニティバス運行負担金２３７万４，０００円の増額補

正です。 

  物品修繕料については、タイヤ交換等により修繕の経費が当初見込みを上回ったも

のです。コミュニティバス運行負担金については、ベースアップ等に伴う人件費の増

額等により運行経費が増加したため、負担金が増額となったものです。 

  次に、１６ページをお願いします。 

  款 民生費、項 社会福祉費、目 社会福祉総務費、介護保険特別会計繰出金事業

は、介護保険特別会計の職員給与費事業の補正に伴い、不用となる一般財源を減額す

るもので、６２９万８，０００円の減額補正となります。 

  続いて、国民健康保険特別会計繰出金（事務費等）事業は、国民健康保険特別会計

の職員給与費事業の補正に伴い、必要となる一般財源を繰り出すもので、１７万

８，０００円の増額補正です。 

  次に、目 老人福祉費、後期高齢者医療特別会計繰出金（事務費）事業は、後期高

齢者医療特別会計の職員給与費事業の補正に伴い、不用となる一般財源を減額するも

ので、２６万７，０００円の減額補正です。 

  １７ページです。 
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  項 児童福祉費、目 児童福祉総務費、児童福祉総務一般事務事業は、子ども・子

育て支援システム改修委託料８３万９，０００円の増額補正です。 

  内容は、保育士等の処遇改善加算Ⅱ、技能、経験に応じた処遇改善に対応するため、

子ども・子育て関係の給付金等を積算するシステムの改修に必要な経費を増額するも

のです。 

  １８ページをお願いします。 

  目 保育所費については、私立保育所保育運営委託事業の保育所運営委託料及び次

の施設型給付・地域型保育給付事業の施設型給付費と地域型保育給付費は、いずれも

保育士等の処遇改善に係る補正ですので、一括して説明いたします。 

  まず、処遇改善加算率の上乗せがございます。保育士等の給与について、２％の上

乗せを行います。 

  さらに、処遇改善加算Ⅱとしまして、技能、経験を積んだ保育士等について、最高

で月額４万円の上乗せを行うもので、保育所運営委託料は５，９１１万６，０００円

の増額補正、施設型給付費は６５５万９，０００円の増額補正、地域型保育給付費は

８５６万１，０００円の増額補正となっております。 

  次に、保育対策等促進事業は、１，４４３万６，０００円の増額補正です。育児休

業終了後の入所予約に係る児童の受け入れを行う保育所等において、必要な保育、保

護者からの相談、連絡調整に対応するための人件費を補助するため、増額となりまし

た。 

  次に、プラチナ保育支援事業は、プラチナ保育給付金１７７万円の増額補正です。

プラチナ保育支援事業は、対象児童１０名を見込んで当初予算に計上しておりました

が、１０月末までの申請で対象児童２５名と見込みを上回りました。年度末までの追

加申請分も８名程度見込み、必要な経費について増額補正するものです。 

  １９ページです。 

  款 衛生費、項 保健衛生費、目 予防費、予防接種事業は、各種予防接種委託料

８０３万７，０００円の増額補正です。予防接種事業において、特に日本脳炎の予防

接種で接種者数が当初の見込みを上回ったため、増額となりました。 

  次に、２３ページです。 

  款 土木費、項 都市計画費、目 公共下水道費、下水道事業特別会計繰出金（負

担）事業は、下水道事業特別会計の補正に伴い、必要となる一般財源を繰り出すもの
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で、５８７万９，０００円の増額補正です。 

  次の下水道事業特別会計繰出金（補助）事業は、下水道事業特別会計の補正に伴い、

不用となる一般財源を減額するもので、７０１万１，０００円の減額補正です。 

  ２４ページです。 

  目  公 園 費 、 公 園 改 修 等 事 業 は 、 南 保 育 所 跡 地 防 球 ネ ッ ト 等 設 置 工 事 、

１，５００万円の増額補正です。南保育所跡地をキャッチボールができる広場とする

ための防球ネットを設置するものです。 

  次に、２６ページです。 

  款  教育費、項  小学校費、目  学校管理費、小学校教育支援事業は、６０万

８，０００円の増額補正です。府中小学校において、２名の児童が通常学級から特別

支援学級に転籍することとなり、教育支援員の１名増員が必要となったため、１１月

から翌年３月までの５カ月分の嘱託職員報酬を増額補正するものです。 

  ２７ページです。 

  項 幼稚園費、目 幼稚園費、私立幼稚園就園奨励等事業は、私立幼稚園就園奨励

費補助金７９２万８，０００円の増額補正です。私立幼稚園就園奨励費補助金の支給

対象者が当初の見込みを上回ったため、必要となった経費を増額補正するものです。 

  ２８ページです。 

  項 社会教育費、目 公民館費、府中公民館等改築事業は、府中公民館等改築工事

設計委託料１，８９２万７，０００円の減額補正です。１１月２４日の全員協議会で

も御報告いたしましたが、府中公民館と歴史民俗資料館を複合化して改築するに当た

り、その基本設計及び実施設計の委託料を平成２９年度から平成３０年度の２カ年で

行うこととして当初予算へ計上するとともに、債務負担行為を設定しておりましたが、

基本設計等を行うに先立ち、歴史民俗資料館の基本構想及び展示計画を専門的な見地

を交えて策定し、その内容を設計に反映させる必要があることが判明いたしました。

現在専門業者に委託し、展示計画等については先行して策定中です。 

  基本設計及び実施設計の着手時期につきましては、当初予定より遅くなり、今年度

の第４四半期となる予定です。そのため当初予算に計上しております府中公民館等改

築工事設計委託料については、先行実施した資料館の基本構想及び展示計画等策定分

経費を除き、減額補正を行うものです。 

  また、あわせて債務負担行為については、期間及び限度額の補正を行いますが、こ



- 38 - 

れについては債務負担行為補正のところで説明いたします。 

  以上が歳入歳出補正予算の説明です。 

  それでは、４ページにお戻りください。繰越明許費です。 

  款 土木費、項 都市計画費、向洋駅周辺土地区画整理事業は、３，６４６万円の

繰り越しです。移転交渉の進捗状況等により、街区整備工事において年度内に完了が

見込めないため、繰り越しを行うものです。 

  次に、公園改修等事業は、１，５００万円の繰り越しです。歳入歳出予算補正で御

説明いたしました旧南保育所跡地防球ネット等設置工事について、年度内に事業の完

了が見込めないため、繰り越しを行うものです。 

  次の５ページは債務負担行為補正です。 

  追加です。ふちゅう町議会だより印刷製本費は、平成３０年５月号の編集作業に平

成３０年４月当初から直ちに着手するため、今年度中に契約などの諸準備が必要なこ

とから、債務負担行為を設定するものです。 

  期間は平成２９年度から平成３０年度まで、限度額は１３８万９，０００円です。 

  次に、広報ふちゅう印刷製本費は、平成３０年５月号の編集作業に平成３０年４月

当初から直ちに着手するため、今年度中に契約などの諸準備が必要なことから、債務

負担行為を設定するものです。 

  期間は平成２９年度から平成３０年度まで、限度額は８２８万４，０００円です。 

  次に、家電４品目収集運搬業務委託料は、平成３０年４月当初から直ちに業務を開

始するため、今年度中に契約などの諸準備が必要なことから、債務負担行為を設定す

るものです。 

  期間は平成２９年度から平成３０年度まで、限度額は２３万円です。 

  次に、道路維持管理業務委託料は、道路の補修などに係る住民要望に対し、平成

３０年４月当初から即時に対応するため、今年度中に契約などの諸準備が必要なこと

から、債務負担行為を設定するものです。 

  期間は平成２９年度から平成３０年度まで、限度額は２，６００万円です。 

  ６ページをお願いします。債務負担行為の変更です。 

  府中公民館等改築工事設計委託料は、歳入歳出予算補正でも御説明いたしましたが、

歴史民俗資料館の基本構想及び展示計画等について先行して行い、その内容を反映さ

せて基本設計等を行うため、着手時期をおくらせたことによる変更です。 
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  期間については、補正前は平成２９年度から平成３０年度までとしておりましたが、

補正後は平成２９年度から平成３１年度までに変更するものです。 

  限度額については、補正前は６，０９０万円でしたが、補正後は平成２９年度当初

予算に計上しておりました２，６１０万円を増額し、８，７００万円に変更するもの

です。 

  次に、７ページは地方債補正です。 

  変更です。公園改修等事業の限度額は、補正前が１，０２０万円、補正後が

２，１５０万円で、１，１３０万円の増額です。 

  起債の方法、利率、償還の方法については、補正前と補正後で変更はございません。 

  以上で補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村武弘君） ここで少し早いようですが、昼休憩といたします。再開は

１３時からです。よろしくお願いします。休憩。 

（休憩 午前１１時５０分） 

 

（再開 午後 １時００分） 

○議長（中村武弘君） 休憩中の議会を再開します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村武弘君） それでは、歳出から質疑を行います。 

  人件費補正以外では、１３ページ、目 諸費で質疑ございますか。 

  １３番中村勤議員。 

○１３番（中村 勤君） １８ページでよろしいですか。 

○議長（中村武弘君） １３ページです。 

○１３番（中村 勤君） １３ページ、ごめんなさい。 

○議長（中村武弘君） よろしいですか。ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） なければ、同じく１３ページ、目 コミュニティバス運営費で

質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） よろしいですか。なければ、次に少し飛んで１７ページ、目  
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児童福祉総務費の児童福祉一般事務事業で質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） なければ、次に１８ページ、目 保育所費で質疑ございますか。 

  １３番中村勤議員。 

○１３番（中村 勤君） １８ページのプラチナ事業っていうところで、説明がありま

せんでしたので御質問いたします。 

  金額は少額なんですけど、倍近くになってるわけですね。これは新規事業でありま

すから、推計が非常に難しかったということで理解はするわけですけども、この事業

は言わずもがなでございますが、申請をして初めて執行されるわけですね。その執行

された後というか途中でもそうなんですけど、チェックはどうされるのか説明があり

ませんでしたので、質問いたします。 

○議長（中村武弘君） 答弁。 

  福祉保健部次長。 

○福祉保健部次長（新見公平君） 中村議員の御質問ですが、申請された後のチェック

ということですが、この申請されまして支払い、毎月ですね、日報というような形で

その申請されております保護者のおじいさん、おばあさんから日報をいただいて、そ

れを毎月チェックをしております。それで、支払い月になりますと、その日報をもと

に支払い月にまとめて３カ月分を支給するという形になっております。 

  以上です。 

○議長（中村武弘君） １３番中村勤議員。 

○１３番（中村 勤君） 日報をチェックするだけでは真実はつかめないと思うんです

ね。申請をすればもらえるということで、町民の中に私は町民を信じたいという気持

ちでいっぱいですけど、本当におじいちゃん、おばあちゃんがお孫さんを見ていただ

いているのかどうかということをチェックしないと、事実いうのはわかりませんわね。

金額は最初申し上げたように少額ですけども、これは町民の血税なんですよ。これを

使ってるわけですよね。したがって私言ってるわけなんで、事実をつかんでください。

つかんで初めて執行できるんじゃないかということを申し上げてるんで、それに対し

てどのようにお考えですか。 

○議長（中村武弘君） 福祉保健部次長。 

○福祉保健部次長（新見公平君） 現在、言われておりますように、実際にそこの自宅
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へ行って保育されてるかどうかとかいうところまで確認は言われますようにしてはご

ざいません。 

  ただ、これは保育所と同じような考え方になりますので、保護者が、御両親ですよ

ね。御両親が就労されているという、これは事実の会社等の証明等がございますので、

保護者の方がおられないということは、見る方がおられないというのは事実でござい

ます。それで、お子さんをどうするかということになれば、やはり今申請されたおじ

いさん、おばあさんが見ておられるということになると思いますので、その辺で確か

にやっとるところですが、今言われたように、実際のところそこの御自宅へ行って確

認をしたとかそういったことはちょっと今のところ考えておりませんので、ちょっと

その辺も考えてみないといけないかなというふうには思います。 

  以上です。 

○議長（中村武弘君） １３番中村勤議員。 

○１３番（中村 勤君） 水かけ論というか、お互いに平行線をたどると思いますんで

これでやめますけど、やはり町民の血税を使うんであれば、それなりな裏づけがない

とやはり使ってはいけないと思うんですね。無駄遣いというふうに言われてもいたし

方ないことであろうと。苦しい答弁をされてますのはよくわかるんですが、そこまで

やっていかないと私が一番最初に申し上げたように血税を使ってるわけですから、そ

の辺はよく理解していただき、今後実施していっていただきたいと、このようにお願

いして私の質問は終わります。 

○議長（中村武弘君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） なければ、次に１９ページの目 予防費で質疑ございますか。 

  １２番西議員。 

○１２番（西 友幸君） 予防接種ですよね。それで、最近ちょっとよく聞くんですが、

インフルの注射がなかなか入ってこないとか医療の現場で聞くんですが、そこらあた

りの対応はどうなっとるんですかね。多分すぐ頼んで打ってもらえない、注射を、い

うことをよくお聞きするんですが、１カ月以上前ぐらいから頼まんと、何か入手が困

難いうて聞くんですけど、その点ちょっとわかれば教えてください。 

○議長（中村武弘君） 健康推進課長。 

○健康推進課長（長西弘子君） インフルエンザのワクチンについては、その年の流行
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などを予想されて国のほうで準備をされております。今年度についても国や県からの

情報では供給量は足りているはずだということなんですけれども、今おっしゃいます

ように、病院のほうで予約が取りにくかったり、予約をしていないと接種が難しいと

いうようなこともお話は伺っております。また県などにワクチンの入手の方向等につ

いて、また確認をしてみたいと思っております。 

  以上です。 

○議長（中村武弘君） ほかにございますか。 

  ５番繁政議員。 

○５番（繁政秀子君） せんだって国のほうが物すごく足らないのでね、インフルエン

ザのワクチンが、国が段取りをして、ほいでもう皆さんのほうへ行くようにしたとい

う話があったんじゃけど、それは届いてない。 

○議長（中村武弘君） 健康推進課長。 

○健康推進課長（長西弘子君） ワクチンの供給をどれぐらいとかいうふうなものは、

直接の通知はこちらには来ておりませんので、製薬会社等のほうになろうかと思いま

す。県に伺えば状況がわかるかと思いますので、確認はしておきたいと思います。 

○議長（中村武弘君） ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） なければ、次に参ります。 

  少し飛んで２４ページの目 公園費の公園改修等事業で質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） なしということで、次に参ります。 

  少し飛んで２６ページ、目 学校管理費の小学校教育支援事業で質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） よろしいですか。なければ、次に２７ページの目 幼稚園費で

質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） なければ、次に２８ページ、目 公民館費の府中公民館等改築

事業で質疑ございますか。 

  ８番上原議員。 

○８番（上原 貢君） 公民館の改築は、あそこに消防団と公民館と歴史民俗資料館が
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一緒になるわけで、そうすると道路も整備が必要じゃないかと思うんですよ。あそこ

小さい橋しかない、埃宮の前の高架があるとこの道路狭いじゃないですか、あそこね。

あそこを普通車が離合は難しいような橋ですよ、あれは。ということは、あの近隣の

道路がみんなそんな細いんですよ。ところが、この３つの施設が一緒になるというこ

とは、車の出入りが激しくなることじゃないですか。 

  ということで、この交通の橋を広げるとか、それから道を広げるとか、こういう対

策が必要じゃないかと思うんですが、いかがですか。 

○議長（中村武弘君） 企画財政部長。 

○企画財政部長（高石寛智君） ただいまの御質問は、橋と言われるのは埃宮橋のこと

で、埃宮橋のところは県の街路計画がございます。まだまだ先のことにはなろうかと

思うんですが、町がそこを整備するということは検討もしておりませんし、今後の構

想にも入っておりません。 

  今回の公民館等改築に当たりましては、施設の周辺の道路についてはあわせて整備

はする予定としております。よろしくお願いいたします。 

○議長（中村武弘君） ８番上原議員。 

○８番（上原 貢君） 県の事業といいましても、これは住民の利用者の問題ですから、

道路はちゃんとやらないかんのです。これは。本当にもめますよ、これは。くすのき

プラザでもあそこの入り口大変だったじゃないですか。最初から考えて、できた後よ

り。橋渡ったらすぐ左に入るとこね。あそこでも本当は矢印つけて別にしてますけど、

そういった物をつくるのはいいんだけど、アクセスは一番大事なんですよ、アクセス

というのは。だから、物をつくるのはいいんだけど、そこに人が集まるという発想で

すよね。だから、どうやって道路を整備していくかいうのは、時間が十分ありますの

でしっかり考えて対応していただきたいと。 

  それから、ホールですけど、あのホールはあの３階の中に入るんですか。あの何か

体育館みたいな今みたいな講堂も一緒に建てるんでしょうけど、敷地内にあのホール

はどういうふうに入るんですか。 

○議長（中村武弘君） 企画財政部長。 

○企画財政部長（高石寛智君） 現在の体育施設機能を持ったホール、大ホールにつき

ましては、建てかえに当たっては現在の機能は確保するというのが基本的な方針です

ので、同じ１つの施設の中に配置していく予定としております。 
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○８番（上原 貢君） ３階の中に入るんかいう。 

○企画財政部長（高石寛智君） はい。複合化した１つの建物の中には配置するように

予定しております。 

○議長（中村武弘君） 西議員。 

○１２番（西 友幸君） ちょっと関連で、部長もちょっと触れられましたが、あそこ

は都市計画道路がありますよね。あれも計画されて長年そのままの状態になってるん

ですが、あれができれば橋もきれいになる。私、今回そういった質問もしとるんです

が、計画ばっかりしっかり立てるんですが、実現性がほとんどない計画を立ててます

よね。 

  例えば、あの中で通路になる何軒かを買収したとかそういう話、あそこの中で全然

聞いてないです。先般も違うところなんですが、仁保橋線ですね、鹿籠神社のとこ。

周り消防団移動、第３分団へ移動したりしたんですが、やっぱり少しずつでも前に進

める方向にやるために都市計画いうのは立てるんじゃないかと私いつも思うんですけ

ど、絵に描いた餅ばっかりを皆行政やってるんです。 

  ですから、少しは現実味のある都市計画立てんと、絵に描いた餅何ぼここは何じゃ

いうて言われても、私は信じることできんです。ちょっとでも、１軒でも２軒でも、

ことし１軒、来年１軒と、１軒２軒でも前に進めていただきたい。今、区画整理でも

すごく進んで、私、所長をほめてあげたい思うてますけど、本当、１軒でも２軒でも

たまには力かしてくれと言うてくれるぐらいのところがあってもいいんじゃないかと

私は思うんですが、本当実現性を実行していただきたいと関連して言っておきます。 

○議長（中村武弘君） 要望でいいですね。 

○１２番（西 友幸君） はい。 

○議長（中村武弘君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） なければ、次に歳入について質疑を行います。 

  １０ページ、１１ページの歳入について、一括で質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） なければ、次に４ページの第２表、繰越明許費で質疑ございま

すか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） なければ、次に５ページ、６ページの第３表、債務負担行為補

正で質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） なければ、次に７ページの第４表、地方債補正で質疑ございま

すか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） なければ、以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） なければ、お諮りします。 

  本案は、原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） 御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決決定

いたしました。 

  次に参ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村武弘君） 日程第１０、第３５号議案、平成２９年度府中町国民健康保険

特別会計補正予算（第２号）を議題に供します。 

  本案について理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 第３５号議案 平成２９年１２月１５日提出。 

  平成２９年度府中町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

  平成２９年度府中町の国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は、次に定めると

ころによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１７万８，０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６０億８，２８６万９，０００円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
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                              府中町長 佐藤信治 

  内容でございますが、歳出につきましてはさきに議決をいただきました職員給与費

の改定と人事異動に伴う増減の補正でございまして、一般会計補正予算で一括して御

説明させていただきました。 

  歳入については、これに伴う一般会計からの職員給与費等繰入金の増額でございま

すので、補足説明はございません。よろしくお願いいたします。 

○議長（中村武弘君） 本案は、人件費補正のみでございますので、質疑、討論を省略

し、原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） 御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決決定

いたしました。 

  次に参ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村武弘君） 日程第１１、第３６号議案、平成２９年度府中町下水道事業特

別会計補正予算（第１号）を議題に供します。 

  本案について理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 第３６号議案 平成２９年１２月１５日提出。 

  平成２９年度府中町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

  平成２９年度府中町の下水道事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１１６万８，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１９億１，８２７万８，０００円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  （地方債の補正） 

 第２条 地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

                              府中町長 佐藤信治 

  詳細についての説明は、企画財政部長が行いますので、よろしくお願いいたします。 
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○議長（中村武弘君） 補足説明。 

  企画財政部長。 

○企画財政部長（高石寛智君） 第３６号議案、平成２９年度府中町下水道事業特別会

計補正予算（第１号）について補足して説明いたします。 

  歳入歳出補正予算を歳入歳出補正予算事項別明細書により説明いたします。 

  ６ページをごらんください。歳入です。 

  款 繰入金、項 一般会計繰入金、目 一般会計繰入金、一般会計からの繰入金は、

本補正予算で不用となる一般財源について減額するもので、１１３万２，０００円の

減額補正です。 

  次に、款 町債、項 町債、目 事業債、資本費平準化債は、２３０万円の増額補

正です。 

  内訳は、元金償還に係るものが１４０万円、利子償還に関するものが９０万円とな

ります。下水道整備事業は、性質上先行投資が非常に多額になるため、その先行投資

の一部を将来の利用者にも振り分けるための資本費平準化債という地方債が認められ

ております。従前から借り入れを行ってきておりますが、今年度の算定において、算

定に用いる昨年度の下水道整備事業費や管渠の未利用率について変動があったため、

増額となったものです。 

  ７ページから歳出ですが、職員給与費事業の説明は省略いたします。 

  ８ページをごらんください。 

  款 公債費、項 公債費、目 元金、長期借入金元金償還金事業は、資本費平準化

債の充当増に伴う財源振替のみで、補正額はございません。 

  同様に、目 利子、長期借入金利子償還金事業は、資本費平準化債の充当増に伴う

財源振替のみで、補正額はございません。 

  歳入歳出補正予算の説明は以上です。 

  次に、３ページにお戻りください。地方債補正です。 

  変更です。下水道事業の限度額は、補正前が５億４，７６０万円、補正後が５億

４，９９０万円で、２３０万円の増額です。 

  起債の方法、利率、償還の方法については、補正前と補正後で変更はございません。 

  以上で補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（中村武弘君） ただいまの説明に対し質疑を行いますが、質疑は人件費補正を
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除く６ページの歳入と８ページの歳出を一括で行います。 

  質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） なければ、次に３ページの第２表、地方債補正で質疑ございま

すか。 

  １２番西議員。 

○１２番（西 友幸君） 地方債、これ５％で最大５％だろうと思うんですけど、ここ

に書いてあるのは一応普通貸借または証券発行いうて書いてありますよね。これどっ

ちをとられたのか。 

  さらには、利息今いろいろ５％いうてこれは最大だと思うんですが、すごく安い時

代に突入してまして、今銀行が大変だという時代が来とるんですけど、大体この借り

る地方債の入札、銀行によって金利いろいろ違いますので、どのような借り入れをさ

れとるんかいうんと、これによって金利の入札をやっとるんかやっていないのかとい

う点をお伺いしたいんですが。よろしくお願いします。 

○議長（中村武弘君） 企画財政部長。 

○企画財政部長（高石寛智君） ただいまの御質問のうち、まず起債の方法についてで

すが、普通貸借で行っております。 

  それから、比率につきましては限度利率を年５．０％以内としております。数年前

まではもっと高い８．４％だったと思うんですが、それを５．０％には引き下げてお

りますが、実際には借入率はもっと入札によりまして低い利率で借り入れを行ってお

ります。 

  以上です。 

○議長（中村武弘君） １２番西議員。 

○１２番（西 友幸君） その金額は、利率は言えないんですか。 

○議長（中村武弘君） 財政課長。 

○財政課長（胡子幸穂君） 最近の利率ですが、０．２％から０．３％の間で借り入れ

を行っているところでございます。 

  以上です。 

○議長（中村武弘君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（中村武弘君） なければ、以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） なければ、お諮りします。 

  本案は、原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） 御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決決定

いたしました。 

  次に参ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村武弘君） 日程第１２、第３７号議案、平成２９年度府中町介護保険特別

会計補正予算（第２号）を議題に供します。 

  本案について理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 第３７号議案 平成２９年１２月１５日提出。 

  平成２９年度府中町介護保険特別会計補正予算（第２号） 

  平成２９年度府中町の介護保険特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところ

による。 

  （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ６２９万８，０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４２億５，２８３万３，０００円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                              府中町長 佐藤信治 

  本件補正予算も歳出では職員給与費の減額、歳入についてはこれに伴う一般会計か

らの繰入金の減額でございますので、補足説明はございません。よろしくお願いいた

します。 

○議長（中村武弘君） 本案は、人件費補正のみでございますので、質疑、討論を省略

し、原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（中村武弘君） 御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決決定

いたしました。 

  次に参ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村武弘君） 日程第１３、第３８号議案、平成２９年度府中町後期高齢者医

療特別会計補正予算（第２号）を議題に供します。 

  本案について理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 第３８号議案 平成２９年１２月１５日提出。 

  平成２９年度府中町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

  平成２９年度府中町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は、次に定める

ところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ２６万７，０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６億７，７７１万円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                              府中町長 佐藤信治 

  本件補正予算も歳出では職員給与費の減額、歳入はこれに伴う一般会計からの繰入

金の減額でございますので、補足説明はございません。よろしくお願いいたします。 

○議長（中村武弘君） 本案は、人件費補正のみでございますので、質疑、討論を省略

し、原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） 御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決決定

いたしました。 

  次に参ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村武弘君） 日程第１４、第４２号議案、府中町手数料条例の一部改正につ

いてを議題に供します。 

  本案について、理事者の説明を求めます。 
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  町長。 

○町長（佐藤信治君） 第４２号議案 平成２９年１２月１５日提出。 

  府中町手数料条例の一部改正について。 

  府中町手数料条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

                              府中町長 佐藤信治 

  提案理由でございますが、介護保険法の一部改正に伴い府中町長が行うこととなる、

指定居宅介護支援事業者の指定等に係る申請手数料を定めるため、府中町手数料条例

の一部を改正するものでございます。 

  詳細の説明につきましては、福祉保健部長が行いますので、よろしくお願いします。 

○議長（中村武弘君） 補足説明。 

  福祉保健部長。 

○福祉保健部長（山西仁子君） 第４２号議案、府中町手数料条例の一部を改正する条

例につきまして、補足して説明させていただきます。 

  第４２号議案参考資料をお開きください。 

  １、改正の趣旨でございますが、介護保険法の一部改正に伴い府中町長が行うこと

となる、指定居宅介護支援事業者の指定等の申請に対し、審査手数料を定めるため、

府中町手数料条例の一部を改正するものでございます。 

  指定居宅介護支援事業者とは、介護保険サービスを利用するために居宅介護サービ

ス計画の作成や居宅介護サービス事業所との連絡調整を行う事業者のことでございま

すが、手数料条例は特定の者の利益のために行う事務について、徴収する手数料を定

めるもので、先ほど申し上げました介護保険法の規定に基づく指定居宅介護支援事業

の指定等の申請等の事務についても手数料を定める改正を行うものでございます。 

  続いて２、改正事項の概要でございますが、先ほど説明いたしました事業者の指定、

指定の更新の事務について、申請者に受益者負担を求めるため、徴収する審査手数料

を指定居宅介護支援事業者の指定が２万円、同じく指定居宅介護支援事業者の指定の

更新が１万円と定めるものでございます。 

  手数料の額につきましては、これまで指定をしておりました広島県及び広島市につ

きましても同額となっております。 

  最後に、施行期日は平成３０年４月１日でございます。 

  なお、この改正は本年３月定例会へ上程し、４月１日から施行されました手数料条
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例改正と同様の介護保険事業所の指定、指定の更新に係る改正でございます。別途事

務を進めておりますが、介護保険法の改正により、新たに来年度から指定介護支援事

業者への指定等が市町村の業務となることに伴い、これらを手数料条例へ加える改正

でございます。 

  補足説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（中村武弘君） ただいまの説明に対し質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） なければ、以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） なければ、お諮りします。 

  本案は、原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） 御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決決定

いたしました。 

  次に参ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村武弘君） 日程第１５、第４３号議案、工事請負契約の締結についてを議

題に供します。 

  本案について理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 第４３号議案 平成２９年１２月１５日提出。 

  工事請負契約の締結について。 

  次の工事の契約を締結することについて、議会の議決に附すべき契約及び財産の取

得又は処分に関する条例（昭和３９年条例第２５号）第２条の規定により議会の議決

を求める。 

                              府中町長 佐藤信治 

  詳細についての説明は、向洋駅周辺土地区画整理事務所長が行いますので、よろし

くお願いいたします。 
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○議長（中村武弘君） 補足説明。 

  向洋駅周辺区画整理事務所長。 

○向洋駅周辺区画整理事務所長（脇本哲也君） 第４３号議案、工事請負契約の締結に

ついて、補足して説明いたします。 

  第４３号議案参考資料をごらんください。 

  工事名は、街区整備工事２９－２。工事場所は、府中町青崎南、向洋駅周辺土地区

画整理事業区域内です。請負金額は、１億２０６万円。契約の相手方は、広島市東区

矢賀新町四丁目７番６号 大政建設工業株式会社で、平成２９年１１月１日に仮契約

を結んでおります。工期は、議会の議決のあった日の翌日から平成３０年３月３０日

までとさせていただいております。 

  工事概要でございますが、Ａ３判の第４３－１号議案参考資料の図面をごらんくだ

さい。 

  主な工事内容は、１７街区内の６階建て共同住宅跡地の既存ぐい１３本を撤去処分

するものでございます。 

  既存ぐいの内訳は、赤色で着色しているくい径８００ミリが１本、緑色で着色して

いるくい径１，１００ミリが３本、水色で着色しているくい径１，３００ミリが９本

で、合計１３本。くい長、くいの長さは全て２５メートルを想定しております。 

  説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（中村武弘君） ただいまの説明に対し質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

  １２番西議員。 

○１２番（西 友幸君） くいが入ってる。これどういうビルが建ってたか、以前。か

なりくいを入れるいうたらビルですよね。どういうビルがありましたかね、ここ。ち

ょっとはっきり覚えとらんのですが。 

○議長（中村武弘君） 向洋駅周辺区画整理事務所長。 

○向洋駅周辺区画整理事務所長（脇本哲也君） このビルにつきましては、向洋駅の南

側の線路沿いに建っておりました鉄筋コンクリート造６階建て共同住宅でございます。

延べ面積が１，２７６平米で、３１世帯のワンルームマンションでございました。 

  以上です。 

○議長（中村武弘君） ほかにございませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） なければ、以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） なければ、お諮りします。 

  本案は、原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） 御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決決定

いたしました。 

  次に参ります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中村武弘君） 日程第１６、第４４号議案、町道路線の認定についてを議題に

供します。 

  本案について理事者の説明を求めます。 

  町長。 

○町長（佐藤信治君） 第４４号議案 平成２９年１２月１５日提出。 

  町道路線の認定について。 

  次の 道 路を町 道 の 路 線とし て 認 定 し た い の で、道 路法（昭和２ ７ 年法律第

１８０号）第８条第２項の規定により議会の議決を求める。 

                              府中町長 佐藤信治 

  提案理由でございますが、建築基準法第４２条第１項第５号の規定による特定行政

庁から位置の指定を受けた道路で、公共的生活道としての性格と目的を有するもので

あり、町において維持管理する必要があるということでございます。 

  詳細についての説明は、建設部長が行いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（中村武弘君） 補足説明。 

  建設部長。 

○建設部長（梶川幸正君） 第４４号議案、町道路線の認定について補足して説明をさ

せていただきます。 

  路線名は山田３５号線で、起点及び終点はいずれも山田二丁目でございます。 

  次のページの位置図をごらんください。 
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  赤色部分が山田３５号線で、山田二丁目１番街区、町道山田１３号線に接する道路

でございます。この道路は、建築基準法第４２条第１項第５号の位置指定道路として

特定行政庁である広島県から平成５年６月７日に指定を受けた道路でございます。 

  道路構造の内容といたしましては、延長が２３．１メーター、幅員が４．２メータ

ー、展開広場１カ所、地目が公衆用道路、地籍が１３２平米でございます。 

  当該道路は、行きどまり道路であっても幅員が４メーター以上で角地以外の建築物

の戸数が４戸以上あり、かつ建築物の所有者が２名以上で現に家屋が連担しており、

町道認定の基準を満たしているものでございます。 

  また、当該道路用地は、土地所有者９名全員の寄附申込書により用地を取得してお

り、沿線住民の公共性の高い生活道路として町において維持管理する必要があります

ので、町道の認定をお願いするものでございます。 

  補足説明は以上でございます。よろしくお願いをいたします。 

○議長（中村武弘君） ただいまの説明に対して質疑を行います。 

  質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） なければ、以上をもって質疑を終わります。 

  討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） なければ、お諮りします。 

  本案は、原案のとおり決したいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） 御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決決定

いたしました。 

  ここでお諮りします。 

  本日はこれをもって散会としたいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村武弘君） 御異議なしと認めます。よって、本日はこれをもって散会とし、

次回は１２月１８日午前９時３０分から会議を開きます。どうも御苦労さまでした。 

（散会 午後 １時４３分） 
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    上記記録の内容が正確であることを証するため署名する。 

  

               府中町議会  議 長 
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